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はしがき

アイヌ民族の話をする前に、多くの読者にとってより身近なネイション、
ここでは日本人について少し考えてみたいと思います。わたくしごとにな
りますが、筆者がナショナル・アイデンティティ（あるいは民族アイデンティ
ティ）を初めて強く意識したのは 10代でオーストラリアに留学したときで
した。その頃のシドニーは差別意識が強く頻繁に敵意を向けられました。た
とえば、フェリー乗り場でおじいさんに連れられた愛らしい幼児に「日本に
帰れ」と言ってポップコーンを投げつけられたり、電車の中で女子高生の集
団に罵倒されてリンゴの食べかすを投げつけられたりといったふうに。その
ように、一人の人間である前に所属集団によって判断される経験の多くあっ
たことが、自身の帰属について考えるきっかけとなりました。わたしという
人間は、その多くが見たことも会ったこともない多くの人たちからなる「日
本人」の一員であり、それら見知らぬ「同胞」とある種の運命を共有する存
在なのだと。
しかし、筆者は何ゆえに日本人集団に所属しているといえるのでしょうか。
そもそも「日本人」とはどのようなまとまりのことでしょうか？日本人集団
のような国民共同体のことを「ネイション nation」といいます。ネイション
研究においてネイションとは、別様ではありえない宿命的な共同体なのでは
なく、歴史的につくられた構造物と説明されます。すなわちネイションとは、
古代から脈々と引き継がれてきた何らかのエッセンス（〇〇人らしさ）を生
得的に備えた者たちの集まりなのではなく、「国家」が重要な役割を果たす
ようになった近代において大きな一つの共同体として創造されたものなので
す。それにもかかわらず、ネイションはしばしば古代から脈々と引き継がれ
てきた普遍的なもののように感じられ、ゆえに場合によっては命を投げ捨て
られるほどの原初的な愛着を人々に引き起こすものです。
命を投げ捨てるほどかは別として、筆者も日本人集団、あるいは日本社会
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に「原初的な」愛着を抱いています。筆者は 20代の頃にはアメリカ社会で
学業や就業をし、アメリカ社会にも共感し愛着をいだいていました。それで
もピルグリム・ファーザーズや独立宣言や南北戦争といった「アメリカ人の
歴史」に連なっている感覚はまったくありませんでした。他方、神話から始
まるいわゆる「日本人の歴史」には連なっているように感じられました。「日
本人の歴史」に責任を持ち、またそれを形成する者という意識を、―緩や
かではありますが他のネイションへの思い入れと比較すると明確に強く―
もっていたことに気付きました。おそらく読者のみなさんも、他のネイショ
ンへの思い入れと比較してみると、自身が日本、あるいは特定のネイション
に「原初的な」愛着を有していることに気付かれるのではないでしょうか。
さて、「国民」と「民族」は近接した概念であり、英語ではどちらも「ネイショ
ン nation」です。どちらも「国民国家」という近代的な社会制度と関係が深く、
人間社会が歴史的に構築してきた想像上の共同体だと考えられています。あ
るいは雑多な世界を理解しやすくするための分類枠組み（カテゴリー）とも
説明されます。「日本人」の場合と同様「アイヌ民族」も、古代から脈々と
引き継がれてきた何らかのエッセンス（アイヌ民族らしさ）を生得的に備え
た者たちの集まりではなく、近代において作られた想像上の共同体です。言
い換えると、「アイヌ民族」のエッセンスは、古代から引き継がれてきた生
物学的あるいは文化的特徴なのではなく、その時々を生きる者たちの集合的
な思い入れなのです。
これまでのアイヌ研究においては、「アイヌ民族」をこのように想像の共
同体やカテゴリーなどと捉える構築主義的な分析があまりなされてきません
でした。それゆえに、「アイヌ民族」を古代から引き継がれてきた生物学的
あるいは文化的特徴の側面から捉えようとする従来の傾向が払しょくされず、
集合的な思い入れとしての「アイヌ民族」のすがたを明示的に提示すること
ができてこなかったように思われます。結果として、アイヌと和人の客観的
な差異が激減する近現代のアイヌの人々の、主観的な民族アイデンティティ
と社会の承認のギャップを埋めるための十分な理論的下支えを提供できずに
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いるように思われます。
このような言い方が適切であるかわからないのですが、わたしは（北海道

在住の）アイヌの方々にお会いすると、懐かしい北海道の人たち、という印
象を受けます。独特のイントネーションと醸し出す雰囲気、山菜取りの話題
が多いことなども、北海道の親戚や知人（和人）とよく似ています。暮らし
方も、寒冷地の北海道らしい家のつくりや住まい方です。そのように、アイ
ヌの方からは、北海道の人の空気を感じることはあっても、異民族の空気を
感じたことはほとんどありません。従来からの「民族」概念に依れば、北海
道の人を「アイヌ民族」や「和人」という民族カテゴリーで分類することに
は何ら意味がないことのようにさえ思えてきます。
ところが、その民族カテゴリーによる分類は驚くほど有効なのです。アイ
ヌの方々は、しばしば何の躊躇もなく、和人とは異なる「アイヌ」としての
自己意識を明確に表明します（だからここで「アイヌの方々」と呼んでいるわけ
ですが）。精力的に文化伝承活動などを実践している人はもちろんのこと、「ア
イヌだけどアイヌ文化は知らない」「アイヌであることを意識することはあ
まりない」という人も、―生き方はどうあれ―まさに自身を「アイヌ民
族」に連なる者と位置付けているわけです。そういう主観的な信念が一定量
存在する限り、「アイヌ民族」という想像の共同体は存在し続けるし、すな
わち北海道の人を「アイヌ民族」か「和人」かという民族カテゴリーで分類
することは実に妥当なのです。本書では、このような視点から「アイヌ民族」
を分析します。
本書に登場するアイヌの主人公たちも、―筆者と同様―他者との関わ
りをきっかけとして民族アイデンティティを意識しはじめます。そして、そ
の民族アイデンティティは、理性的な選択というよりも、情緒的・運命的な
信念に基づいています。「アイヌ民族は消滅する」「アイヌ人はもういない」
と言われても、自身が「和人の歴史」ではなく「アイヌ民族の歴史」に連なっ
ているという感覚を理性によって変えることはできません。彼らは「アイヌ
民族の歴史」にコミットする者たちであり、それが本書ではイオマンテ（祭
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祀）というかたちで表出されます。（ちなみに、ここではアイヌの「日本人」ア
イデンティティについては触れていませんが、近現代のアイヌは「アイヌ民族」であ

ると同時に「日本人」でもあります）。
本書を手に取ってくださったみなさんのなかには、これまでアイヌ民族に
ついてあまり見聞きしたことがない人もいると思います。よってアイヌ民族
のはなしを、何か特殊な遠いことのように思われるかもしれません。しか
し、本書が描き出そうとしている主人公たちの「アイヌ民族」へのこだわり
は、遠い見知らぬ世界のことではなく、若い頃の筆者のように自身の帰属が
クローズアップされる局面において誰もが多かれ少なかれ経験しうる感覚で
す。本書を通して、それぞれの時代の主人公のおかれたその時々の社会状況
を追体験し、自分事に置き換えて、彼らの「アイヌ民族」に対する「原初的
な」愛着について思いをはせていただけたら幸甚です。
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